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新任の挨拶を求められて,偕 と困ってしまった。

経歴を語るのも野暮だし,か といって,そ の筋で

浮き名を流すほどには粋でもない。芸もないが,

ここは仕事の話でもするしかないかと思った。

「学生の頃,悪戦苦闘して初めて論文を書いた

のが 1977年 だから,真正粘菌のミトコンドリア

の研究を初めて今年で 15年 目になる。」と書き出

して, また筆が止 まってしまった。「ミトコンド

リア」はいいにしても「真正粘菌」はわからない

だろうと思ったからである。私もこの仕事を始め

るまで粘菌のことは何も知 らなかったし,中学や

高校で教わつた記憶 もない。しかし,今や,巻で

最もトレンディーなのは粘菌なのだ。昨年は粘菌

の分類学者でもあった南方熊楠の没後 50年 で,

空前の熊楠ブームになり,デパー トでは粘菌の培

養セットを売 り出し,結構な売れ筋になっている

そうである。分子生物学の花形といわれる酵母菌

やショウジョウバエでさえもさすがにデパー トで

は売られていないので,こ れはこれで粘菌にとっ

ては名誉な話ではある。もともと粘菌は人々に馴

染みのある生き物ではない。茸に似た風変わりな

子実体を作るが,粘菌を茸のように食用にしたり,

不老長寿の薬や信仰の対象として崇めたという話

は間いたことがない。せめて茸のように毒でもあ
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れば,魔女や占い師が喜んで使ったろうに,それ

もない。古今東西,粘菌にまつわる民間伝承は皆

無なのである。この風変わ りな茸が最初に文献に

現れるのは 16世紀も後半のイタリアにおいての

ことである。

真正粘菌は確かに奇妙な生き物である。動物的

な振る舞いと植物的な振る舞いがその一生の中で

混在している。胞子から発芽した粘菌は形も振る

舞いもアメーバで,周 りにいるバクテリアを食べ

て,2つ に分裂して増える。時には鞭毛を生やし

水中を泳ぎ回つたりもする。この時期には細胞核

の分裂まで動物細胞のようになっている。このア

メーバが交配して変形体を作るのだが,その性の

複雑なことにまた驚かされる。我々が飼っている

モジホコリという種では性別 (交配型)が 15も

ある。さらに細かく分ければそれは675に もなる。

粘菌の性別を人間に例えると男,女,男女,女男,

男女男,女男女 。・ 。といった具合にでもなるだ

ろうか,あ る席で「絶倫Jと 言ってひんしゅくを

買ってしまったが,いずれにしても壮観ではある。

さらに奇妙なのはその結果である。交配で生じた

変形体は決して細胞分裂せず,細胞核のみが今度

は植物型の分裂を繰 り返す。このため,変形体は

多核になり,つ いには仕切のない巨大な細胞質の

塊になる。野外では時には数メー トルほどの大き

さになることもあるが,それでも変形体は単細胞

ということになる。色はモジホコリは鮮やかな黄

色であるが,他に赤や自あるいは青などの種があ

る。暗い森陰でこのような巨大細胞がその体内の

原形質を音もなく流動させ移動する様は異様でも

ある。こんな光景はC級ホラー映画のなかで何

度も見たような気がする。怪物はまず家畜を,そ

して次ぎに人間を襲うのが定番になっているが,
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我々が飼っている変形体はオー トミールを主食と

する菜食主義者でもある。しかし,こ の変形体が,

ひとたび適切な光条件下に曝されると,一晩で茸

に似た小さくて時には優雅でもある子実体になる。

この変幻自在こそ明治の魁人南方熊楠を引き付け

て止まなかったものかもしれない。

見たことのない者に変形体を説明するのはなか

なか難しい。なにしろそれは「変形体」なので形

を成していない。一番いいのは件の粘菌培養セッ

トをデパー トで買ってくることなのだが,強いて

言えば,ゼ リーを作っていて果汁を入れ過ぎたう

えに床にこぼしてしまったと思えばいい。そのド

ロドログチャグチャが変形体である。その時のゼ

リーは必ず果汁入 りでなければならない。変形体

は薄い細胞膜で囲まれた原形質の塊であり,そ の

中には細胞核やミトコンドリアをはじめ様々なガヽ

胞や色素顆粒,果てはオー トミールの残骸までも

が詰め込まれているので,完全には透明ではない

からである。低倍の頭微鏡で観察すると,こ れら

の内容物が血流のように激しく流れているのがわ

かり,「 アッ,生 きてる」と思ゎず口に出てしまう

ほどである。少し高倍の顕微鏡なら, ミトコンド

リアも識別できる。それは分裂・増殖し,形を変

え,運動し,あ たかも原形質という培地中で培養

されている小細胞,「細胞内の細胞Jと いった観

がある。19世紀末に粘菌のミトコンドリアを初

めて詳細に観察したドイツの偉大な組織学者アル

トマンも同様の感慨を持ったようである。それか

ら100年,20世紀 も後半になると,そ のような

感慨は多くの研究者の胸からは霧散してしまった。

ミトコンドリアはたいした遺伝子を持っておらず,

細胞核の居候に過ぎないことがばれてしまったか

らである。しかし,「三つ子の魂百までJで,私
にはあの「アッ,生 きてるJと いう感激が忘れら

れない。それに,15年前に悪戦苦闘した最初の

論文は,アル トマンの染色法を現代風にアレンジ

し, ミトコンドリアの分裂周期の存在を決定付け

たものであった。アル トマン先生に義理堅するわ

けではないが,私はミトコンドリアが「細胞内の

細胞」であると今だに思えてならない。最近では,

ミトコンドリアには「性」もあるのだと思い始め

ている。

さて,本郷粘菌諄である。三四郎池のほとりで

数種類の粘菌を見かけたことはあるが,そ こに粘

菌の化け物が現れたという話はまだ聞いていない。

それに,「柳斎志異」風の美人粘菌幽霊が夜な夜

な研究室を訪れるという話も,「粘菌燈籠」を持

たせた「お露」風粘菌幽霊に学生が精を抜かれて

しまったという話も聞かれない。本郷粘菌諄はま

だないのである。本郷ではないが,研究者の間で

流布している有名な粘菌研究諄がある。一つは熊

楠のもので,彼が神社合祀反対運動で 18日 間投

獄され,獄内で深紅のムラサキホコリを発見した

話であり, もう一つは,日米開戦の最中の米国で

実験道具の何一つない中で粘菌の原形質流動の研

究を続け,粘菌の原形質糸のねじれ現象を解析し

た神谷宣郎先生の話である。これを私はずっと日

本人収容所での出来事 と思っていたが,後で神谷

先生からハバフォー ド大学でのことだと聞かされ

た。いずれにしても,そ こに共通するのは二人が

逆境にあっても知的好奇心を常に燃やし続けてい

たということであり,逆にいえば粘菌は逆境に強

いということでもある。「知性の棺桶,国立大学」

とはある週刊誌の有名なコピーである。監獄,収

容所と続けば次は棺桶で,そ の条件は揃っている。

本郷の地で新しい粘菌研究諄が作られてもおかし

くない。研究諄が流布するためには,そ の話のお

もしろさ以上に,そ こでなされた研究が優れてい

なければならない。そして,それがさらに多 くの

人々に語 り継がれるためには,「ニュー トンのリ

ンゴの木」に見られるように,その発見がより大

きな真理を含むものでなければならない。我々の

作る本郷粘菌諄は研究者ばかりでなく多 くの人々

にも語 り継がれるようになるだろうか ?
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研究所から学部への トレー ド

藤 川 和 男 (物理学教室)

いな質問をしては出席者のひんじゅくを買ってい

る毎日である。

他方,学部の学生の演習を担当した経験からは,

非常に基礎的な知識を確実に理解して教えるとい

う当然のことが自分にはうまくできていないこと

が半Jワロし, 学/L諸君 0こ |ま分からないようI使 り糸善う

のに苦労している。論文を書 くというのは,あ る

意味ではあまり細かなことは気にせずに,専門家

のコミュニティに通用する程度の説明で話がすむ

ことが多い。これに比して,学部レベルの教育 と

いうのは,いわば風雪に耐えてきた物理学の最も

基礎的な事柄をカバーすることであり,こ れらは

何 となくわかったつもりでいても,い ざ教えると

なるとかなり大変なことが多い。私の短期間の経

験に基づいて言えば,案外この基礎的な知識を常

に確認するというあたりに,忙しい忙しいと言い

ながらも,学部の先生方が研究に立派な業績をあ

げておられる理由があるのかも知れない。私のか

つての研究所仲間の一人が,研究所はいい人を集

めているといっても,それは学部でよい業績をあ

げた人を集めているにすぎないという意味のこと

を言ったことがあったが,真実のある側面を言い

当てているようにも思われる。研究所の先生方も,

このあたりのことはよく心得ておられるからこそ,

研究所での大学院教育の充実を目ざしておられる

のであろう。

ともかく,研究所から学部ヘ トレードされてき

たわけであるが,野球の選手でもトレー ドされる

と一時的に打率が上がったりすることもある。こ

れからの 10年あまり,物理教室の教育 と研究に

少しでも役に立てるよう努力したいと思っており

ますので,よ ろしくご指導の程をお願いいたしま

す。

1991年 9月 16日 付で物理教室へ着任いたしまし

たが,思 えば,1967年の 7月 大学院博士課程一

年の時 Fulbright travel grantを もらってアメ

リカヘ渡って以来 24年ぶ りということになる。

もっとも,そ の間東大原子核研究所に 10年近 く

勤務し物理教室では大学院の講義をしたこともあ

り,完全に無関係というわけではなかったが,学

部の教育を含む理学部での勤務は,初めての経験

である。日本では上記の核研,広島大学理論物理

学研究所及び統合後の京都大学基礎物理学研究所

と,研究所ばかりを渡 り歩いたことになる。一部

の先輩からは「天国のような」研究所から条件の

(1● 悪い学部へどうして移るのか,“大学は大変だよ"

と言われたこともあり,こ の半年間はかなり緊張

した日々であった。そもそも,50才近 くになっ

て転勤して理学部へ移ることのメリット (雇 う倶1

はもちろんのこと,本人にとっても)は一体何な

のか, このことをあまり深 く考えずに本郷へ来て

しまったことのツケとも言える。

物理教室の教官会議に出席して感じたことは,

小さな研究所の気楽な雰囲気に比して,言葉使い

等に,お互いを立てるというか紳士の集まりとい

う感じを強 く受けた。これは長い間の伝統のなせ

る業と思われるが,初心者にはどこでどういう具

合に物事が決まっていくのかがよく見えず,場違
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